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研究成果の概要（和文）：本研究は、先進デモクラシー諸国の経済政策形成過程における専門性

の役割を解明することを目的としている。研究の結果、専門性と専門家はデモクラシーが置か

れた多様な政治的・経済的・社会的文脈に埋め込まれていることなどが明らかとなった。さら

に、政策形成において専門性・専門家が一定の役割を果たす上で必要な条件や、専門性とデモ

クラシーとの間の補完関係と相克関係などについて、新たな知見を得ることができた。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to analyze the role of expertise in 
policy-making in advanced democracies. As a result, we found that expertise and experts 
are embedded in political, economic, and social contexts in which the democracies are 
located. Moreover, we obtained new knowledge on the conditions under which expertise and 
experts can play a certain role in policy-making, the complementary and conflictual 
relationship between democracy and expertise, and so on. 
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１．研究開始当初の背景 
 現代では、ポスト産業社会の到来、グロー
バル化や IT 化の進展などによって複雑化し
た社会経済的構造の下、政策形成における専
門家の役割や専門知識の重要性は急速に増
し、多くの注目を集めている。このため、先
進デモクラシー諸国の政策形成過程におけ
る専門性の役割についての研究を着想する
に至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、先進デモクラシー諸国の経済政

策形成過程における専門性の役割を解明す
ることを目的としている。すなわち、①デモ
クラシーはいかにして専門家を受け入れる
のか、②専門性は、どのようなエージェント
や制度によって政策形成過程に組み込まれ
ているか、③専門性はいかなる政治的意義を
有するか、といった諸問題について、通時的
比較（時系列的歴史的な発展と変容）と共時
的比較（地域横断的比較）を組み合わせるこ
とによって検討を加えることとしている。 
 
３．研究の方法 
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 ほぼ２か月に１度の研究会を定期的に開
催し、各自の研究成果の共有と、専門性（専
門家）概念についての検討を重ねてきた。 
 理論枠組みについては、研究代表者の高橋
直樹のとりまとめの下、内山融、岡山裕、伊
藤武が中心的に検討を行い、研究会で報告し
た上で、メンバーのコメントをフィードバッ
クするという形をとった。 
 各国の実証研究については、やはり高橋直
樹のとりまとめの下、各自が担当部分の調査
を行った上で、研究会での報告とメンバーの
フィードバックを繰り返して、研究を練り上
げていった。具体的には、高橋は英国におけ
る専門家と政治家の関係について、苅田真司
は日米欧の社会科学の制度化について、岡山
裕は米国連邦準備制度の展開過程について、
伊藤正次は日本における専門家の助言制度
について、川嶋周一はヨーロッパ共通農業政
策について、伊藤武はヨーロッパにおける中
央銀行テクノクラートについて、藤田由紀子
は地方自治体における専門家について、内山
融は日英の経済政策について、鹿毛利枝子は
ＮＧＯの日米比較について、杉之原真子は日
米金融交渉について、天野拓は米国の医療政
策について、各々研究を行った。 
 
４．研究成果 
 上記のような分析・検討の結果として、一
般論として、専門家は利害や選好など専門性
以外の要因に行動をかなりの程度規定され、
それらの要因は専門性の社会的存立や正当
性の維持を大きく左右していること、専門家
は専門性に立脚して社会的に独立の立場か
ら一方的に影響力を行使するのではなく、政
治アクターが専門家の「自立性」に関する社
会の認識を利用する場合もあることを踏ま
えなくてはならないこと、専門性はデモクラ
シーが置かれた多様な政治的・経済的・社会
的文脈に埋め込まれていることなどが明ら
かとなった。こうした知見は、専門家や専門
性についてのこれまでの固定的な見解に見
直しを迫り、新たな解釈を導くという点で、
大きな学術的貢献だといえる。 
 また、先進諸国の比較研究を通じて、各国
の政策形成に専門性・専門家が果たす役割や
そうした役割を果たす上で必要な条件、専門
性とデモクラシーとの間の補完関係と相克
関係などについて、これまでにない知見を得
ることができた。これら一連の成果は、『専
門性とデモクラシー（仮題）』としてミネル
ヴァ書房より近日刊行予定である。 
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